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　カプセル内視鏡

や

、
病
状
が
落
ち
着
い
た

「
慢
性
期
病
床

」
な
ど

　
①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規
入
所
者
を

、

つ
か
を
以
下
に
あ
げ
ま
す

。

し
進
め
る
た
め
に
成
立
し
た
法
案
の
要
旨
の
い
く

　
実
現
に
必
要
な
人
材

（
サ
ー

ビ
ス
の
質

）
と
財

　上部消化管　（GS）
　下部消化管（CS）
　食道静脈瘤硬化療法（EIS）

病
床
の
機
能
分
化
を
さ
ら
に
推
進
す
る

。
そ
し
て

　
～
地
域
医
療
・
介
護
総
合
確
保
推
進
法
案
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
立
し
ま
し
た
～

源
の
確
保

、
そ
し
て
地
域
医
療
の
環
境
整
備
を
押

事
が
一
番
の
目
的
な
の
で
す

。

支
え
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

」
に
よ
る
手
厚

い
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
へ
と

、
機
能
の
移
行
を
実

現
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す

。
言
い
換
え
れ
ば

、

ら
れ
た
行
為
に
お
い
て
は
医
師
へ
の
事
後
報
告
で

師
の
い
な
い
訪
問
先
で
の
看
護
に
お
い
て

、
認
め

度
を
新
設
す
る

。
こ
れ
に
よ

っ
て

、
看
護
師
は
医

き
る
特
定
行
為
を
明
確
化
し

、
看
護
師
の
研
修
制

看
護
師
の
判
断
で
手
順
書
に
よ
り
行
う
こ
と
の
で

　
⑤
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
判
断
を
仰
が
ず
に

正
案
を
セ

ッ
ト
に
し
た
医
療
界
の
み
な
ら
ず
国
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
法
案
な
の
で
す

が

、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
は
サ

ッ
カ
ー
W
杯
と
集
団
的

自
衛
権
の
話
題
に
集
中
し
て

、
こ
の
法
案
に
つ
い
て

は
控
え
め
で
し
た

。

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
仲
間
入
り
す
る
2

万
人
と
な
り

、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
ま
す

。
こ
の

法
案
は

、
こ
れ
を
見
据
え
て

、
地
域
に
お
け
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
を
推
進
し

、
現

在
の
病
院
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
か
ら

、
地
域
で

て
民
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
役
割
を
担
う
よ
う
に

保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

人
を
対
象
か
ら
外
す

。

な
ど
の
補
助
は

、
預
貯
金
が
1
千
万
円
を
超
え
る

　
④
介
護
施
設
に
入
所
す
る
低
所
得
者
へ
の
食
費

者
の
保
険
料
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

。

確
保
推
進
法
案

」
と
い
う

。

）
で
す

。
こ
れ
は

、
安

倍
内
閣
に
よ
る

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

」
の

名
の
下
に

、
1
9
も
の
医
療
法
や
介
護
保
険
法
の
改

す
る

。

1
割
か
ら
2
割
に
引
き
上
げ
る

。
一
方

、
低
所
得

在
5
0
万
人
程
度

）
の
介
護
保
険
の
自
己
負
担
を

　
③
年
金
収
入
が
2
8
0
万
円
以
上
あ
る
人

（
現

・
成
立
し
ま
し
た

。

あ
り

、
朝
の
陽
射
し
と

午
前
中
と
い
う
こ
と
も

え
を
行
な
い
ま
し
た

。

を

、
市
町
村
が
取
り
組
む
地
域
支
援
事
業
に
移
し

0
2
5
年
に
は

、
7
5
歳
以
上
の
人
口
が
2
0
1
2

年
の
1
5
1
9
万
人
か
ら
約
1
.
4
倍
の
2
1
7
9

　
②
重
症
患
者
を
受
け
入
れ
る

「
急
性
期
病
床

」

策
を
行
政
が
主
導
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
院
長
　
安
藤
好
久

　
6
月
1
8
日

、
日
本
中
が
サ

ッ
カ
ー

W
杯
ブ
ラ
ジ

し
い
も
の
で
す

。

ず

、
力
強
く
咲
い
て
ほ

た

。
夏
の
暑
さ
に
負
け

良
く
活
動
が
で
き
ま
し

る
法
律
案

」
（
一
般
に
は

「
地
域
医
療
・
介
護
総
合

爽
や
か
な
風
が
吹
き
抜

ル
大
会
の
話
題
で
盛
り
上
が

っ
て
い
る
最
中

、
医
療

　

「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確

界
に
と

っ
て
重
要
な
法
案
が
衆
議
院
本
会
議
で
可
決 合　計（件）

上
に
限
定
し

、
要
支
援
1

、
2
の
一
部
サ
ー
ビ
ス

介
護
の
必
要
度
が
比
較
的
高
い

「
要
介
護
3

」
以

・全職種による安全で質の高いチーム医療を行います

・急性期から在宅医療までを繋ぐ医療・看護・介護を提供します

・地域連携に努め、地域包括ケアシステムの発展に貢献します

・お互いを信頼し、やりがいと誇りを持てる職場にします

れ
に
は
医
師
を
含
め
た
医
療
関
連
人
材
確
保
の
政

し
て
都
道
府
県
に
新
た
な
基
金
を
設
置
す
る

。
こ

に

、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
増
収
分
を
活
用

在
宅
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め

四季　第　49号　（1） 四季　第　49号　（4）

　宮崎市高松町2番１６号

○私たちは、自分が受けたい医療・看護・介護を提供します

・患者さまの権利と尊厳を大切にし、心のこもった医療・看護・介護を提供します

・根拠に基づいた説明のできる医療・看護・介護を実践します
・患者様は、自分自身の診療に関する情報の提供を受ける権利があります。また、他の医療機関の

　医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

・患者様は、医療従事者から説明を受けた後に、提案された診療計画などを決定する権利があります

・患者様は、良質な医療サービスを平等に受ける権利があります

・患者様は、人格・意思が尊重され、人間としての尊厳を守られる権利があります

通
り
に
集
ま
り

、
花
植

か
ら
自
宅
あ
る
い
は
介
護
施
設
へ
と
移
行
さ
せ
る

高
齢
者
の

「
介
護
と
看
取
り

」
の
現
場
を

、
病
院

進行度を検査できるようになりました。
※　消化管疾患及び肝臓疾患ともに在宅復帰は高い
比率を示しているが、再入院率も高い傾向にある。

6
月
1
日

（
日
曜
日

）

治
会
の
方
々
が
恵
比
寿

の
午
前
中

、
恵
比
寿
自

お
疲
れ
様
で
し
た
！

恵
比
寿
自
治
会
の
方
々

、

き
抜
け
る
中

、
気
持
ち

②平成25年度の主な消化管・肝臓疾患の入・退院動向比率　　①　平成25年度に実施した消化管・肝臓疾患に係る
　　　主な検査・治療実績

※　 平成２６年度は、フィブロスキャンの導入により、
外来で肝臓の硬さを計測し肝硬変などの肝臓疾患の
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自
治
会
～
花
植
え
活
動

学会等参加実績（4月～6月）

第114回 日本外科学会定期学術集会

田畑 直人、安藤 好久 （4/3～4/5 京都府）

第111回 日本内科学会講演会

児玉 眞由美、菊池 康子、村山 貴信 （4/11～4/13 東京都）

第100回 日本消化器病学会総会・評議員会

児玉 眞由美、稲田 由紀子 （4/23～4/26 東京都）

第87回 日本消化器内視鏡学会総会

和田 俊介 （5/15～5/17 福岡県）

第87回 日本整形外科学会学術総会

勝本 弘 （5/22～25 兵庫県）

第3回 臨床高血圧フォーラム

斉田 光彦 （5/24～25 広島県）

第50回 肝癌研究会

坂元 秀壮 （6/5～6 京都府）

第56回 日本老年医学会学術集会

菊池 康子 （6/12～14 福岡県）

第59回 日本透析医学会学術集会・総会

斉田 光彦 （6/13～15 兵庫県）
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フ
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で
は

、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
防
げ
る
の
で
し
ょ
う
？

に
か
け
て
感
染
が
増
え
て
い
き
ま
す

。

に
こ
と
に
当
た
る
こ
と

（
大
辞
林

じ
目
的

、
共
通
の
利
益
を
守
る
為

や
団
体
が
心
や
力
を
合
わ
せ
て
同

　

「
協
同

」
と
は

、
複
数
の
個
人

て
予
防
対
策
を
掲
げ
て
い
ま
す

。

（
※
6
つ
の
ポ
イ
ン

厚
労
省
は

「
食
中
毒
予
防
の
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト

」
と
し

院
内
調
査
は
現
在
で
も
行

っ
て
い
る
病
院
が
多
い

事
に
終
息
を
向
か
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

。
大
変
な

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
5
月
1
3
日
無

に
は
大
変
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

。

や
管
理
を
行
な
い
な
が
ら
生
活
の

疾
患
の
急
性
増
悪
に
対
す
る
治
療

は
認
知
症
高
齢
者
が
多
く

、
慢
性

ま
す

。

が
必
要
で
そ
の
協
同
が
求
め
ら
れ

質
を
維
持
し
て
い
く
看
護

、
介
護

第
3
版

）
と
あ
り
ま
す

。
私
達
は
看
護
職
1
8
名

、
介

出
来
事
で
は
あ
り
ま
し
た
が

、

「
協
同

」
を
実
感
す
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た

。

《
A
B
2
病
棟

》
　
看
護
主
任
　
笹
野
　
八
恵
子

《
居
宅
介
護
支
援

》
　
副
科
長
　
今
吉
　
美
和
子

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
は

、
県
の
指
定
を
受
け
た

員
が
6
名
い
ま
す
の
で

、
介
護
の

護
職
2
2
名
の
4
0
名
で
患
者
様
の
2
4
時
間
の
療
養

生
活
に
関
わ

っ
て
お
り

、
そ
の
協
同
を
大
切
に
す
る
も

の
で
す

。

　
先
日
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
の
時
は

、
院
内
外
の
皆
様

の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す

。

ア
プ
ラ
ン

）
の
作
成

、
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と

わ
る
手
続
き
の
代
行
業
務

、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
ケ

介
護
認
定
申
請
の
代
行
及
び

、
そ
の
他
介
護
保
険
に
関

業
所
で
す

。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
為
に
必
要
な
要

介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

）
が
い
る
事

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

当
事
業
所
に
は

、
介
護
支
援
専
門

受
け
て
い
ま
す

。

言
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す

。

て
い
ま
す

。
安
倍
内
閣
は
ま
す
ま
す
高
齢
者
い
じ
め
と

税
1
0
％
へ
の
引
き
上
げ
は
必
至
と
個
人
的
に
は
思

っ

施
行
さ
れ
ま
す

。
な
の
で

、
来
年
1
0
月
か
ら
の
消
費

☆
食
中
毒
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！
☆

月
か
ら
流
行
が
始
ま
り

、
冬
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

厚
労
省
が
各
新
聞
に
出
し
た
広
告
で
す

。
食
中
毒
は
6

に
な

っ
た
方
も
多
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

。
こ
の
文
面
は

　

「
食
中
毒
が
心
配
な
季
節
で
す

」
と
新
聞
等
で
ご
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
島
　
靖
子

果

、
良
い
意
味
で
今
と
は
様
変
わ
り
し
た
病
院
に
な

っ
て

て
い
る
と
よ
い
で
す
ね

。

か
ら

、
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
来
年
4
月
以
降
に
順
次

成
立
し
た
法
案
の
医
療
関
係
に
つ
い
て
は
今
年
1
0
月

　
　
医
療
安
全
管
理
室
　
感
染
管
理
認
定
看
護
師

私
た
ち
を
苦
し
め
て
い
る
よ
う
で
す

。
そ
の
他
に
も

、

が
見
え
な
く
な
る
感
じ
な
の
で
す
が

、
今
年
は
長
々
と

熱
に
弱
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
暖
か
く
な
る
と
す

っ
と
姿

年
中
活
動
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

。
一
般
的
に

病
院
で
集
団
発
生
し
た
よ
う
に

、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
一

に
な
る

。

や
さ
な
い

」
は

、
食
材
の
保
管
管
理
で
す

。
魚
や
肉
を

し

っ
か
り
手
を
洗
う
な
ど
で
す

。
二
番
目
の

「
菌
を
増

け
な
い

」
は

、
消
費
期
限
を
守
る

、
料
理
・
食
事
前
は

・
や

っ
つ
け
る

」
が
基
本
で
す

。
一
番
目
の

「
菌
を
つ

「
菌
を
つ
け
な
い

（
持
ち
込
ま
な
い

）
・
増
や
さ
な
い

」

ト
に
つ
い
て
は
厚
労
省
の
H
P
を
ご
覧
下
さ
い

）
要
は

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ
る
食
中
毒
も
6
～
1
0
月

卵
の
殻
や
鶏
肉
に
い
る
サ
ル
モ
ネ
ラ
や
生
肉
に
多
い
カ

が
流
行
し
て
い
き
ま
す

。
最
近
の
傾
向
は

、
5
月
に
某

あ
れ
ば

、
事
故
調
に
よ
る
調
査
も
行
わ
れ
る

。

に
義
務
付
け
る

。
遺
族
や
医
療
機
関
か
ら
依
頼
が

究
明
の
た
め
の
院
内
調
査
を

、
全
て
の
医
療
機
関

以
下

、
事
故
調
と
い
う

。

）
へ
の
届
け
出
と
原
因

者
機
関

「
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー

」
（

　
⑥
医
療
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

、
第
三

る
こ
と
で

、
病
院
の
立
場
か
ら
は
無
用
な
医
療
紛

る
民
間
組
織
で

、
患
者
家
族
と
病
院
と
の
間
に
入

・
中
立
性
・
透
明
性
・
公
正
性
・
専
門
性
を
有
す

さ
れ
て
き
た
重
要
法
案
で
す

。
事
故
調
は
独
立
性

の
異
な
る
法
案
で
す
が

、
2
0
0
7
年
か
ら
検
討

　
最
後
の
⑥
番
目
は

、
ほ
か
の
改
正
案
と
全
く
質

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

。
ま
た

、
患
者
側
の
立
場

争
を
回
避
し

、
相
互
の
信
頼
回
復
に
繋
が
る
こ
と

よ
く
な
り

、
緊
急
時
な
ど
に
迅
速
な
対
応
が
可
能

う
努
力
し
て
ゆ
く
の
み
だ
と
思
い
ま
す

。
そ
の
結

地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
病
院
で
あ
り
続
け
る
よ

1
0
年
後
に
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
も

さ
に
こ
の
法
案
の
趣
旨
に
沿

っ
た
も
の
で
あ
り

、

に
貢
献
し
ま
す

」
と
い
う
文
言
が
あ
り
ま
す

。
ま

　
オ
リ
ー
ブ
油
を
適
量
か
け
る
。

　
炒
め
、
カ
レ
ー
粉
、
塩
コ
シ
ョ

ウ
を
入
れ
る
。

③
い
い
香
り
が
立
っ
て
き
た
ら
オ
ク
ラ
を
入
れ
て

四季　第　49号　（2）四季　第　49号　（3）

《
オ
ク
ラ
の
カ
レ
ー
炒
め
》

　
ク
の
み
じ
ん
切
り
を
入
れ
て
火
を
つ
け
る
。

中
に
は

「
急
性
期
か
ら
在
宅
医
療
ま
で
を
つ
な
ぐ

よ
り

、
宮
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
の
基
本
方
針
の

④
パ
セ
リ
が
あ
れ
ば
、
み
じ
ん
切
り
を
入
れ
る
。

　
る
と
甘
み
が
出
ま
す
。
）

　
無
神
経
に
な
ら
な
く
て
も
良
い
で
す
。
加
熱
す

　
参
は
生
で
も
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
加
熱
時
間
に

　
ど
加
熱
す
る
。
（
※
量
に
も
よ
り
ま
す
が
、
人

③
フ
タ
か
ラ
ッ
プ
を
か
ぶ
せ
、

レ
ン
ジ
で
5
分
ほ

　
洗
い
、
う
ぶ
毛
を
と
る
。

食
べ
か
け
の
佃
煮

、
お
漬
物
な
ど
も
冷
蔵
庫
に
保
管
す

な
い
場
合
は
ス
ー
パ
ー
に
お
い
て
あ
る
氷
等
で
冷
や
す

）

　
器
に
入
れ
、
塩
コ
シ
ョ
ウ
、

②
レ
ン
ジ
で
加
熱
で
き
る
容

　
切
り
に
す
る
。

①
人
参
は
ス
ラ
イ
サ
ー
で
千

連
携
に
努
め

、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
発
展

医
療
・
看
護
・
介
護
を
提
供
し
ま
す

」
、

「
地
域

②
オ
リ
ー
ブ
油
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に
引
き
、
ニ
ン
ニ

《
人
参
サ
ラ
ダ
》

買

っ
た
後
は

、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る

。

（
で
き

身
の
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め
体
調
管
理
も
大
切
だ
す

。

盛
夏
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

み
な
さ
ん
体
調
管
理
・
食
中
毒
に
注
意
し
つ
つ

、
こ
れ

の
点
に
注
意
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が

、
自
分
自

な
ど
料
理
に
使
う
物
の
洗
浄
・
消
毒
な
ど
で
す

。
以
上

肉
や
魚
な
ど
に
は
し

っ
か
り
火
を
通
す
こ
と

、
ま
な
板

る
な
ど
で
す

。
三
番
目
の

「
菌
を
や

っ
つ
け
る

」
は

、

計
量
し
な
く
て
も
で
き
る
野
菜
料
理
で
す

。
是
非
作

っ

て
み
て
下
さ
い

。

　
【
簡
単
！

　
　
　
野
菜
料
理
で
暑
い
夏
を
乗
り
切
ろ
う
！
】

②
ポ
ン
酢
と
ラ
ー
油
（
あ
れ

　
量
加
え
、
和
え
る
。

型
療
養
病
棟
で
す

。
入
院
患
者
様

　
A
B
2
病
棟
は
5
8
床
の
医
療

《
ニ
ラ
の
キ
ム
チ
風
》

①
ニ
ラ
は
洗
っ
た
後
、
3
セ

①
オ
ク
ラ
は
塩
で
も
み
、
水

　
に
す
る
。

　
ば
食
べ
る
ラ
ー
油
）
を
適

　
ン
チ
く
ら
い
の
ザ
ク
切
り

の
1
0
年
は

、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
も
と

成
立
で

、
宮
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
の
こ
れ
か
ら

　
こ
の
地
域
医
療
・
介
護
総
合
確
保
推
進
法
案
の

の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

。

門
性
が
高
い
医
療
行
為

、
病
気
・
病
態
に
つ
い
て

か
ら
は

、
事
故
原
因
が
は

っ
き
り
と
示
さ
れ

、
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
養
科
　
黒
木
　
典
子

家
を
加
え
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す

。

の
で
す
が

、
こ
の
法
案
で
は
外
部
の
医
療
の
専
門

夏の暑さと、くまもんには
負けないなっしー！

た

。

き
し
て

、
当
院
Ｃ
館
7
階
ホ
ー

ル
に
て
行
な
わ
れ
ま
し

師
に
宮
崎
県
医
師
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

よ
り
2
名
お
招

タ
ー

病
院
Ａ
チ
ー
ム
が
見
事

、

第
2
位

（
6
3
チ
ー
ム
中

）
の

快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
！

　
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
Ｂ
＆
Ｆ

成
の
部
に
お
い
て

、
医
療
セ
ン

棄
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

」
と
い
う
テ
ー
マ
で

、
講

心
を
思
い
出
す
と
い
う
事
は
と
て
も
大
事
な
事
で
す
ね

。

護
状
態
の
方
や
家
族
等
の
相
談
を

ホ
ー
ム
で
生
活
さ
れ
て
い
る
要
介

事
で
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら

、
お

ま
た

、
自
宅
や
住
宅
型
有
料
老
人

　
6
月
8
日

（
土
曜
日

）
、
宮

崎
臨
海
公
園
に
て

、

「
第
1
回

宮
崎
臨
海
公
園
1
0
0
ｋ
ｍ
企

業
対
抗
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
が
行

な
わ
れ

、
当
院
の
職
員
が
2
チ

ー

ム
組
み

、
5
0
ｋ
ｍ
男
女
混

チ
ー

ム
も
健
闘
さ
れ

、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！

★
院
内
感
染
研
修
会
★

　
5
月
2
7
日

、
2
9
日
の
2
回
に
分
け
て

「
医
療
廃

る
研
修
会
で
は
あ
り
ま
す
が

、
初
心
を
忘
れ
な
い
・
初

を
傾
け
て
い
ま
し
た

。
毎
年

、
年
度
初
め
に
行
な
わ
れ

欠
か
す
事
の
で
き
な
い
内
容
で

、
参
加
者
は
真
剣
に
耳

物
収
集
運
搬
・
処
理
の
現
状
な
ど

、
業
務
を
行
う
上
で

内
に
お
け
る
感
染
性
廃
棄
物
の
取
り
扱
い

、
医
療
廃
棄

　
研
修
内
容
は

、
医
療
廃
棄
物
の
種
類
と
分
類

、
施
設

すぐ食べても、なじんでからで

も、ごまをふっても美味しい。

生のニラも意外といけます！

冷奴に乗せたり、納豆に混ぜて

～
部
署
紹
介

通所リハ活動報告

前回のくまもんに引き続き、
花紙を使ってふなっしーを作りまし
た。

通所リハの入口に飾っていますので、

是非ご覧下さい（＾。＾）

快挙！！

《ＡＢ2病棟スタッフ》

《居宅介護支援スタッフ》


